
　日頃からの皆様のご支援に、心より感謝申し上げます。

　市民が安心して暮らせる小山市をめざして、取リ組んでま

いりますので、変わらぬご支援をお願いいたします。

　平成２６年第２回定例会が、６月５日から２６日の日程で

開催されました。上程された議案は１３件、議員提出議案が

１件で全議案が原案通り可決されました。また、３件の陳情

が新たに受理され、全て継続審査となりました。さらに、継

続審査の陳情１件は不採択となりました。

【主な議案】

＜小山市老朽危険空き家等の適正管理に関する条例の制定について＞

　この条例の目的は、老朽化した空き家等の適正な管理について、所有者等の責務を明らかにする

とともに、空き家等を起因とする事故、犯罪等を未然に防止し、市民の生命や財産を保護し、及び

良好な生活環境を確保することにより、安全で安心なまちづくりの推進に寄与することです。

　具体的には、空き家等の適正管理のための『市の責務』『所有者等の責務』『市民等の役割』を

定めるとともに、『調査』『助言又は指導』『勧告』『命令』『応急代行措置』『代執行』などを

定めることで、危険空き家等の解消を図るものです。

＜小山市火災予防条例の一部改正について＞

　平成２５年８月に京都府で発生した福知山花火大会火災を

踏まえ、消防法施行令の一部が改正され、対象火気器具等の

取扱いに関する規定が整備されたほか、屋外における大規模

な催しを主催するものに対して、防火担当者の選任、火災予

防上必要な業務に関する計画の作成等が義務付けられたこと

に伴い、条例の一部を改正するものです。

　小山市では、７月２７日（日）にサマーフェスティバルと

して花火大会を予定しています。今回の条例改正は花火大会

の日程にあわせて行うものとの説明がありました。

＜財産の取得について-①-＞

　小山市消防署及び野木分署の救急車が老朽化したことによ

り、２台の救急車（高度救命処置用資機材積載高規格救急自

動車）を購入します。

　小山市消防署に納入されるものは３，４５６万円で野木分

署に納入されるものは、ＡＥＤを除いたもの（別に購入した

ＡＥＤがあるため）で、１０８万円安くなっています。

　今回の救急車の購入により、小山市民、野木町民の生命が

一人でも多く救えることを望んでいます。

＜財産の取得について-②-＞

　児童数が増加を続けている大谷東小学校では教室数が足りないために、隣接する用地を購入し校

舎の増築をすることになりました。そのための用地取得に係る財産の取得で、２人の地権者から３

筆（６，０５３、０２㎡）で取得予定価格は１億１，１９８万８７０円となりました。

高規格救急自動車
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＜平成２６年度小山市一般会計補正予算（第１号）＞

　議会最終日に追加議案として補正予算が上程されました。その中には『農業総務費』として『ビ

ール麦穂発芽被害支援費』２，４２５万５千円が含まれています。

　これは、６月５～９日に降り続いた大雨の影響で、小山市内の二条大麦（ビール麦）が、収穫前

に実が穂に付いた状態で発芽する『穂発芽』となったもので１，４１０ｈａのうち、３５８ｈａが

被害を受け、小山市の被害総額は県内で５番目の１億７，２００万円にのぼりました。

　補正予算では、乾燥調製費及び来季用の種子購入費を支援することにしたものです。

【第４回議会報告会】

　平成２６年５月２０～２２日の日程で、第４回議会報告会

を開催しました。これまで、市内６箇所での開催でしたが、

今回から９箇所に増やしての開催となりました。

私は第３班に所属し、２０日に桑公民館、２１日に間々田市

民交流センター、２２日に中央公民館での報告会に参加し、

主に総務常任委員会での審議の内容について説明しました。

　参加した市民からは、多くの意見や要望をいただきました。

特に、小山広域保健衛生組合の訴訟事案に対する和解が成立

したことについて、検証すべきや責任のとり方などの意見が

多く出されました。議会としても、執行部とは違う立場での

検証を行うように総括をしていきます。

【小山広域保健衛生組合訴訟事案の和解について】

　小山広域保健衛生組合（管理者：大久保寿夫小山市長）（構成市町：小山市・下野市・野木町・

上三川町）と宮城県の㈱県南衛生工業との間で長年にわたって争われてきた訴訟事件について、和

解が成立したことが、５月１３日の議員説明会で報告されました。組合では、既に４７億円を前払

い金として支払っていますが、コンポストの処理が終了した時点で精算することになっていたため、

その金額がいくらになるのかが不安となっていましたが、追加で７億円を支払うことで、これ以上

の請求がないことや今後は排出者責任を問われないこととなったことから『和解』したというもの

であります。

　今回の結果を受けて、小山広域保健衛生組合では、二度と同様なことが起こらないように組織の

改編を行うとともに、しっかりとした検証を実施するとしています。

　もちろん、検証することも必要なことですが、市民への説明責任が果たされていません。

今回の裁判で組合が支払った主な費用は、損害賠償金約２億円、弁護士費用約１億円、処理費用約

５４億円などで合計約５７億円になります。このうち小山市の負担割合は７２．６６５％ですから、

４１．４億円となり、小山市民ひとりあたりの負担額は、約２万５千円です。

　まずは、市民への説明責任を果たし市民に理解してもらうことが最優先の取り組みだと思います。

議会としても、裁判を長引かせてしまった責任があると思います。私を含めて数名の議員は控訴や

上告の時に敗訴を認める勇気も必要だと申し上げましたが、聞き入れてもらえませんでした。

　議会としてどのような検証ができるかわかりませんが、市民の声を聞きながらしっかりとした検

証が行えるように意見を申し上げていきます。

【地元小中学校の入学式に参列】

　４月８日（火）に市内全中学校で入学式が挙行され、地元の小山第二中学校の式に出席しました。

今年の新入生は１１１名で、これで３学年全てが４クラスとなりました。

　また、４月９日（水）には、市内全小学校で入学式が挙行され、地元の小山第二小学校の式に出

席しました。今年の新入生は３７名で久しぶりに２クラスとなりました。

【後援会連絡所で市政相談を実施】

　私の後援会連絡所で、６月から週１回の市政相談を始めました。

場所は城東３丁目にある『大橋公園』の東側で、住所は『小山市城東３－１４－５』です。

６月は２日、９日、１６日、２４日の４回実施しました。時間帯は午後５時から６時までの１時間

です。まだまだ宣伝不足で、相談者はわずかですが、これから多くの皆さんが相談に訪れることを

期待しています。どんなことでも良いので、一度相談してみてください。

間々田市民交流センター（２１日）


